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文学作品解明の資料 として
伝記的事実をどうあつかうべ きか
黒 川 鍾 信
は じめに
作家の伝記的事実や 自己告 白を丹念に調べ、そこか ら得 た資料 を軸に
して作品を解釈、評価す る、いわゆる伝記的な文学批評のあ り方に、私
は疑問 を持 っている。同時に、作家Aは 文体面では作家Bの 影響 を受け、
思想面では哲学者Cの 影響 を受け、そのCは 外国のDよ り影響 を受けた。
こういう影響の経路を辿 る比較文学的アプローチの文学研究方法に も、
私は疑問を持つ。作 品の中に恋愛があっかわれていると、す ぐにそのモ
デルを詮索する。非凡な生涯 を送った作家が、非凡な人物 を作品に登場
させ ると、その作中の人物は作者 自身の投影であると決めつけた りす る。
こういう批評のあ り方に、私は納得できない。
私小説やPersonalEssayの 類は ともか くとして、作品を作家の個性
や実生活や思想 を知 る媒介物 としてあつか うのには、細心の注意が必要
だ。L・ ハーンが帝国大学で行った、『英文学における聖書』 と題 した講
義の中で、「人がideasを 何処から得たのか と問うて何 になるのだP私
は、彼の作品の中にある美 しさのみを好むのであって、彼の文学の教育
の歴史など一向に構わない」ωと述べているが、この言葉の如 く、作品 と
伝記、伝記 と作品とを常に比較検討する文学研究 より、「精細な読み」と
「言葉の分析」を中心に、評者の有するSensibilityに よって文学作作品
を解釈、評価する方が、より作品の真髄に触れ るのではないだろうか。
この よ うな疑 問 は、フラ ン シス ・トム ス ン(FrancisThompson.
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1858-1907)の 詩 作 品 を読 む ときおo>ず と生 じて くる。 なぜ な ら、幼 い頃
よ り トム スン と兄弟 の よ うに交 わ ったE.メ イネ ル著 の優 れ た伝 記 、『フ
ラン シス ・トム ソン伝 』(TheLifeofFrancisThombson,byEverard
Meynell:1913)に よって、詩人 トムス ンに関 す る伝 記的事実 は、一般 に
か な り多 くの ことが知 られて いる。 しか し、 それ らの知 識 は、彼 の詩作
品 を理解 、解釈 す るのにあ ま り役立 たな いので ある。 つ ま り、 トム スン
の よ うな神秘詩 人の作 品の 多 くは、 実生活 の経験か らその素材 を得 るの
で はな く、鋭 い直感力 と精神 生活 での経験 に よって主題 を捉 えて い くの
で、作 品 を伝 記的事実 と照 ら し合せ 、そ こか ら一人 の人間像や 思想や発
想 な どを割 出すのは不 可能 なの であ る。
←)
フラ ンシス・トムス ンの生涯 は、H・ ピアー ソンの名著 、 『非凡人物伝 』
(ExtraordinaryPeople,byHeskethPearson:1965)の一章 にぜ ひ
と もつ け加 えたいほ ど、非 凡 な ものであ る。 しか しなが ら、 トムス ンの
伝 記家 、研 究者 には、宗教 的同感者 が多 く、 あ る意 味で、彼 の反面の消
息 を知 るの に不 便 な点 が多い。逆 に彼 の非凡性 のみ にス ポッ トをあて、
阿片常 用や娼婦 との交友、 ロン ドンの巷 を住 む家 もな く乞食 同様 に さま
よい歩 い た時代 の伝 記 的事 実 を素材 に した物語 風 な伝記 もあ る。我 々は、
正 確 な トム スン伝 を知 ろ うとす る際 には、両 者 を十分 に検 討 しなけれ ば
な らない。
なか で も、 メイネ ルの言 う"LondonStreet-InDarkestLondon"(2)時
代 、つ ま り1885年 、父親 との不和が 原因 で、 無一文 で ロン ドンへ 出 てか
ら数年 間の詩 人の 日々 は、研 究者 に伝 記 を書 きたい とい う 「伝 記欲」 を
起 こ させ る、題 材の 多い時代 で ある。 それ だけに、 トムス ン 自身は何 に
も語 って いない この漠 然 とした時代 に、 多 くのペー ジを割 く者 が絶 えな
い。 なかに は興 味本位 で書 かれ た と思われ る もの もあ るの で、 トム スン
の生涯 で、特 に この数年 間の伝 記 には注意 しなけれ ばな らない。
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例 えば、J・ ディ レオンは、 当時 の一 出来事 を素材 に して、 『フ ラン シ
ス ・トム スンー 詩人 の生 涯に於 け る或 る漠 然 とした挿 話に基づ い て一 』
(FrancisThompson:basedonanebulousepisodeinthelifeofthe
poet,byJackDeLeon:1945)と題 し九幕 の戯 曲 を書 いて い る。
それは、 ロン ドンで職 も住 む家 もな く、放 浪の 日々 を送 ってい た トム
スンを 自分の住 居に連 れてゆ き、母 とも姉 ともなって彼に尽 くした娼婦
との純 な交友がベ ー スにな ってい る。や がて トム スンは、 当時カ トリッ
ク主義評 論雑誌MerryEnglandの 編集長 であ ったW・ メイネル(Wil-
fridMeynell:ト ム ス ン伝 を書 いたE.Meynel1は 彼 の息子 であ り、女 流
詩人 として名高 いAliceMeynellは 、彼 の妻 であ る)に 見 出 され る。 ト
ムスンが詩人 として有名 に なる頃には、 その身分 を恥 じた娼婦 は、詩 人
の名 を汚す こ とを恐れ てか、「人々 は私 達 の友 情 を理解 して は くれ ないで
しょう」⑧と言 って、何 処へ ともな く去 って いった。 彼女 を探 し求 めて、
ロン ドンの巷 を夜 とな く昼 とな くさ まよい歩 いた トムス ン。 この事 実 を
基 に、 九幕か らな る伝記劇 が創作 された のであ る。
作者 自身、副題 として、「詩人 の生涯 に於 け る或 る漠 然 と した挿 話に基
づ いて」 と して い るよ うに、 この劇 は、実際 の伝 記的 な事 実か らひ とつ
の素材 を借 りた創作 なのであ る。トムス ンが生 まれ たPreston市 のHar-
risPublicLibraryが 、彼の生 誕百年 を記念 して発行 した文献 目録 の 中
で、その編者 」.H.ス ペ ンサー は、「詩 人が親友達 に もけ っ して話 さ なか っ
た詩人 の生涯に おけ る或 る挿話の想像 的 な再 現」ωと、この伝記劇 を創作
品 として説明 してい る。 メイネル著 の伝 記 では、 この娼婦 との交 友の事
実 に関 して、 トムス ンの 回想談 を もとに、 わずか20数 行 の説明 で終 えて
い る(5)。
しか し、偶 然 とは云 え、 ア メ リカで も、F・ ドウ八一 テ ィー と云 う人
が、 同 じ挿話に基づ いて、 『悲 しみか ら出 し歌』(SongOutofSorrow,
byFelixDoherty:1942)と題 した三 幕物の伝記 劇 を書 いて いる。 天才
詩 人 と娼婦 の純 な交 友、 これは劇 や小 説の素材 と して は魅 力 ある もの。
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トム ス ンが若 き 日に最 も影響 を受 けた といわれ るデ ィ ・クィ ンシー の『阿
片の みの告 白』(ConfessionofanEnglishOpium-Eater,byThomasde
Quincey:1821)に も、著者 が ロン ドンで宿 るべ き家 もな く過 ご して いた
頃、 ア ン と云 う醜業 で身 を立てて い る16歳 の少 女 と出会 い、著 者 自身、
後に な って、彼 女 を 「私 の親 しき友」 と呼ぶ ような交 友 を結ぶ物語 が あ
る。 また我が 国の文学作 品の 中に も娼 婦は しば しば登場 して くる。
デ ィ ・クィン シー の場合 は本人 の告 白だが、 トム スンの場合 は他 人に
よって書 かれ た、言 うなれば、歪め られ た伝記 であ る。上 述の 二つ の伝
記劇 が過 去 において しば しば上 演 され たこ とを思 うと、 トム スンに関 し
て何 に も知 らない者 は、実 際の詩 人 とはかけ離 れた人 間像 を思 い浮かべ
たの では ないだろ うか。 トムス ン 自身は、 あたか も大事 な思 い出 として
胸 の奥深 くに秘 めてお くか の ように、 この名 も知 らぬ女性 との交友 を、
1895年 に発表 した、SisterSongsの 中で、僅 か8行 こう歌 うのみで ある。
・ ・… 、つ いに力 も尽 き果 てて、
われ 避け がた き死 をまちぬ。
か の時一 人の少女来 た りぬ。
そは君に似 て*春 の花、 され ど
人 の世 の春 の蕾の冠 よ り落 ち し花 なれば、
巷 を吹 く風 に身 をさ らし枯 れ ゆ きぬ。
少女 来 た りぬ。け なげ で、悲 しそ うで、
愛 らし く、心 や さし き少女 な り。
わが 飢 をいや さん と、
少女 は 己が貧 しき糧 をわか ちぬ。
その まま、素 早 く行方 もわか らず
姿 を消去 りぬ。
*こ の詩 は、W・ メイネ ルの 二人の娘 、モニ カ とマデ エ リンに
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ささげ ん と書かれ た もの なので、 「君 に似 て … 」 とは、 この二
人 を指す。
トムスンの詩の多 くは、彼の苦難 と試練の人生経験か ら生まれ出た も
のである。だが彼は、自分の経験を詩の中にあまり取 り入れない。たま
に導入する場合でも間接的である。そして、生活や凡俗社会か ら得た経
験ではな く、霊的経験 をうたうのである。さらに神秘詩人特有の直感力
と、imaginationが 多分に加わるので、彼の伝記的な事実を鍵 として、彼
の詩作品の謎を解明しようとするのは不可能なのである。
彼の伝記を基にした作品を解明 しようと試みる研究者や、宗教的な同
感者が途中で行 き詰 まるのは、こういう理由からである。その結果、ひ
とつの逃げ道 として、 トムスンを、我々凡人には理解 しがたき天才詩人
とする。彼の非凡性、特に、彼の遍歴や悲劇や俗事に対する無頓着な点
を強調することになる。H.ジ ャクソンは、このあたりのことを次のよう
に説明 している。
「フランシス ・トムスンは世間に対する反逆 を示 した。が、彼は多 く
の人の したように、自分か ら世間に挑戦するようなことはしなかった。
彼はそうすべ きでない と考え、自分 とい うものの存在 を軽蔑のもとに置
いてそれを征服 したのである。少な くともそれは、彼の奇妙な生活の結
果であった … 世紀末の10年 間の思索家や夢想家のすべてが芸術 ・経
験 ・感覚 ・改革 ・反逆 ・財産 を通 して充実 した生活を求めていた時、フ
ランシス ・トムスンはこれ ら凡ての否定の中にそれを見出 していたので
ある。他の著たちがあれこれと宝物 を独 り占めに した り、あれこれ と自
分だけで驚異や功績を捜 し求めたりしていたときに、彼は相変 らず貧 し
かったのであるが、貧困にも泰然 として動ず るところがなかった。もし
心が人間に とって王国であるとしたら、フランシス ・トムスンの心も彼
にとっては一つの王国であった。否、それは神の王国だったのである。」⑥
確かにあの頽廃 と耽美 と唯物主義が謳歌されたイギ リス19世 紀末、こ
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ういう特異な一時期 に詩人 として活躍 した トムスンの 日常生活には、天
才的な人物や芸術家によ くあるような非凡なことが多かった。肉体には、
精神に宿 を貸す入れ物程度の価値 しか置かず、物質的なことは一切顧み
なかった。送 られて来た原稿料の小切手で煙草の火 をつける。受取った
手紙は、気が向かなければ開封 しない。服は着の身着のまま、顔は阿片
剤の副作用で醜かった。
しかしなが ら、これら日常生活における数々の非凡な行動や生活態度、
凡俗社会に対す る無関心、貧乏 と孤独 と阿片常用の日々、伝記が伝 える
彼の人生経路やひ ととなりは、詩人の諸作品を解明す るのにあまり役立
たないのである。何故なら、 トムスンはつねに幻想の世界、夢の世界、
神の御許に生 きた人だか らである。彼に とって真実なものは、霊的、精
神的なものであ り、同時代の詩人、芸術家達が醜い現実に眼をそらし、
芸術 の世界に逃避 したのに比べ、彼は現実の悲惨、苦痛、困窮等に直面
しなが らも、その心 をみだされることな く、ただ魂の生活に生 きたので
ある。
阿片常用に しても一 ある伝記家は、19歳 のときに母親から贈 られた
ディ・クィンシーの、『阿片のみの告白』に影響 されて阿片を常用す るよ
うになった と述べているが、あれは魂の病疾の鎮静剤だったのである。
従 って、彼の詩は、俗世間での 日常生活の記録や経験から生まれ出たの
ではなく、魂の遍歴 と経験から生まれ出たのである。 トムスンの詩 と真
実 を知ろうとす る者は、実生活を中心 とした伝記的事実 よりも、先ずこ
の魂の遍歴の伝記 を追い求めなければならない。
仁)
『天 の猟犬』(TheHoundofHeaven)は、 トム スンが31歳 の、1891
年 に作詩 され たが、世 に出 たの は、1893年 に 出版 された処女 詩集Poems
に 収 め ら れ た。 トム ス ン に 多 くの 影 響 を 与 え たC・ バ ッ トモ アー
(CoventryPatmore)に、「これ までに書か れた大領詩 の一つ」(7}と評
67
され た この詩 は、 トムス ンの全作 品 中随一 の傑作 であ り、 ジャクス ンの
言 う、「十九世紀全体 の精神 の不安の 象徴 として大 いに役 立つ作 品」(8}で
もあ る。
この詩の主題 、神 の愛の追行(TheLoveChase)は、 トムス ンが独 自
で生 み出 した もので はない。古 くは 旧約聖 書の 『詩篇』に、「我いず こに
ゆ きてなん じの聖 霊 をはなれんや。 われ いず こに往 て なん じの前 をのが
れんや一 」(CXXXIX,7-12)と あ り、 また、聖 ア ウグスチ ヌスの 『告 白
録 』(Confessions,bySt.Augutine:Chap.1)、トムス ンが崇拝 した とい
われ るスペ インの神 秘家 「十字架 の聖 ヨハ ネ」(St.JohnoftheCross)、
15世 紀(1530年 頃)に 書 かれ た と考証 され る作 者不 明の神秘詩 『わが悩
むは何 人の愛 ぞ』(Quiaamorelangues)、 あ るいは シェ'リーの恋愛詩 『エ
ピサ イキデ ィオン』(Epipsychidion,byPercyByssheShelley)など、
永 遠 に人間 を追求 してや まない神 の深 遠 な る愛、 そ してその愛 か ら逃れ
よう とす る弱 き人間、 この追跡(chase)と 逃亡(flight>の 思想 は、古
き時代 よ りくり返 し述べ られた、いわば言 いつ くされ た主題 なの であ る。
それ だけに、 トムス ンが どの よ うな影響 の基 に この作 品 を執筆 したのか
とい う経 路や源泉 を辿 ろ うとす る研究 者が跡 を絶 たない。
トム ス ンが生 まれたプ レス トンに住 むJ.ト ムス ンは、 『フ ランシス・ト
ム ス ンー プ レ ス トン 生 ま れ の 詩 人一 』(FrancisThompson':the
Preston-bornPoet,byJohnThomson:1912)と云 う研 究書 の中で、
シイル ビィオ ・ペ リコの 『愛神 』(DioAmore,bySilvioPellico)と、
トムス ンが崇 拝 し、熱 心に研究 した とい う理 由で、十字架 の聖 ヨハ ネの
詩 を、 『天の猟 犬』の思想 の源泉 として挙 げてい る(9)。
聖 ヨハ ネの作 品では、神 愛 が人間の魂 に追 われ るの で、形式 は逆 であ
る。 トムスンが神 の内在 を強調 したの に比べ、聖 ヨハ ネは神 の超絶性 を
論 じて い る。神 秘主義 の研 究家 として名 高 いE・ ア ンダー ヒル(Evelyn
Underhill)は 、「マ グデ ィブル グの メヒチ ル ド」(MechthildofMagdebur-
g)と 言 われ た女 流詩人 の言葉 、 「われ心 が 快楽 な らば汝 を追 い、 われ望
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みなれ ば汝 を捉 う… 」 を、 『天の猟 犬』の思想 と比較 して いる(10)。
最 も新 しい二 冊の研究書、J.C.リ イー ドの 『フラ ンシス・トムスン一 人
と詩 人一 』(F.T.:ManandPoet,byJ.C.Reid:1961)でも、 主題 の
影響 の源 泉 を追 って いる。」.C.リ イー ドは、 すでに挙 げた以外 に、聖 ア
ウグスチ ヌスの 『告 白録』一 「主 は主の善 を もってわれ を駆 りた まえ り。
それ由 に、わが心 眼に主が顕 れ る迄 は休 まん折 とて あ らざ りき」と、シェ
リー の 『エ ピサ イ キデ ィオン』 を、影響 の可能 性の あ る作 品 として挙 げ
てい る(11。 彼 は特 に、『エ ピサ イキデ ィオ ン』の216行 か ら274行 を引用 し
て、『天 の猟 犬』の クライマ ックス と、この58行 の類似 性 を指摘 してい る。
トムス ン とシェ リーの関係 は改 めて述べ る まで もない。 如何 に トムス
ンが シェ リー を愛 し、理解 したか は、 彼の数 多い論文 の中 で も特 に勝れ
てい る 『シェ リー論』(EssayonShelley,1893)を読 めば 明 らか であ る。
さらにその論文 の中 で、 しば しば 『エ ピサ イキデ ィオ ン』 を引用 してい
るこ とを思 えば、『天の猟犬』との類似 は別 に驚 くべ き ことではない。 だ
が、 これ とて確証 は ない。J.C.リ イー ドも、 シェ リー との類似 を強調 し
なが らも、「トムス ンの詩 は、彼 自身 の もので ある」(12)・と云 う結論 に達
して いるので あ る。
メイネルは、 古 く神秘家達 に垣 間見 られ る思想に は触 れず、 トム スン
が若 き 日に愛読 したデ ィ ・クィ ンシー の作 品の 中の、 『レバ ノ ンの娘』
(DaughterofLebanon)と比較 して、 「『天 の猟犬』 の由来 を調べ て、
デ ィ ・クィンシーの 『レバ ノンの娘 』に赴 くのは、情 熱の花 の種 を とと
の えよ うと雑 貨屋に 出掛 け るよ うな もの であ る。… 「神 は拒 む ように見
せ て与 え る ものだ と云 うことに汝 は堪 え られ るか」一追跡 と云 うこ とは、
この二 人に とって も、又 いか なる時代 の作 家に とって も共通 の主題 なの
であ る」(13;と 述べ てい る。 ボズエルの 『サ ミュエル ・ジ ョン ソン伝』
に も劣 らぬ くらい豊 富な資料 を活 用 して書 かれ たこの伝 記 の中です ら、
『天 の猟犬』 の主題 の出所 は明 らかに されて いない。
『英文 学 と宗教 ・倫理』 の著者 須藤信雄 は、 『天の 猟犬』のSourceを 、
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secondarysourceと 根 源的 なprimarysourceの 二つ に分 け てい る。前
者 は、す でに述べ た作 品等 であ り、後者 は、 旧、新 約聖書 で ある。氏は
旧約 の 中か ら、 『創 世紀』(XXXVIII,11-18)、 『アモス書』(IX,2-3)、
『ヨナ書』(IV,10-11)、 『詩篇』(CXX,XIX,7-12)等の例 を引いて、
『天の猟 犬』の主題 で ある逃亡 と追 跡の思想 は、 旧約 の創世 紀か ら新約
の福 音書 に亘 って一 貫 して流れ るキ リス ト教 の根 幹的 な教 義 の一 つ であ
ると説 明 して いる(15〕。
熱心 なカ トリック教 徒 の家庭 に生 まれ、生後 二 日に して洗礼 を受け た
トム スンが、幼 き頃 よ り聖 書に親 しんだ こ とは まちが い ない。 トム スン
自身、「子供の 頃、聖書 を読ん だが それ は歴 史的 な興 味か らで あった。文
学 的 な意味で影響 を受 けたのは壮年 に なってか らの こ とで あ り、 それ も
他 の作 家達 が受 けた影響 の よ うな ものでは ない。 自分 が先ず聖 書か ら受
け た影響 は、 その神 秘性 なの で… 」㈹ と聖書 との関係 を述べ てい る。
C,F.E.ス パー ジ ョンは、トム スン をクラシ ョー や ブ レイクや ハーバー ト
と同 じ く 「敬慶 な宗教 的 な神 秘家」㈹ と呼 び、 また、C.ウ ィ リアムス
ンの編纂 した 『偉 大 なカ トリック教 徒達』(GreatCatholics,editedby
ClaudeWilliamson:1963)の中で、 トムソ ンは 多 くのペー ジ を割か れて
い る。
これで も明 らか なよ うに、 トム スンはカ トリック詩人 とも宗教 詩 人 と
も呼 ばれ る。 その彼が 、聖書 の中で くり返 し述べ られて い る追跡 と逃 亡
の思想 を、 『天 の猟 犬』に象徴 させ なが ら、再 び詩歌 に移 した として も不
思議 では ない。む しろ トム スンに して初 めて な しうる業 なので あ る。伝
統 的な キ リス ト教 の信 念 を、彼 ほ ど詩歌 に結 びつけ た者 はい ない。 それ
なのに、 『天 の猟 犬』の主題 の源 泉 を辿 る者は、 ここで もまた行 き詰 まっ
て しま う。確 証が得 られ ないか らであ る。
作 者 によ って は、 自分 の作 品に注釈 をつけ た り、 あ るいは その作 品を
書 くに到 った動機や題 材 を後 に なって説明 した りす る者 が いる。しか し、
トム スンの場 合 は、 自分 の作 品につ いてほ とん ど解説や 注釈 をつ け てい
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ない。
ボス トン大 学の 図書館 の一隅に あ る特別室 に は、 トム スンの原稿 、手
紙、作 品集、研 究書、写真 等が大切 に保 存 され ている。 その中に粗 末 な
(今 の 日本 で これ以上粗 末な帖面 は探 せ ないで あろ う)雑 記帖 が数 十冊
ある。 これ らは、 トムス ンが あの放 浪生活 の時 で も肌身離 さず持 ってい
たもので ある。 その 中には詩文の 断片 や名 言佳 句、書評 、 その 日の 出来
事 、論文 などあ りとあらゆ ることが書 込 まれて いる。 トム スンの研 究者
には 貴:重な資料 で ある。 だが、 これ等 の ノー トの 中に も、作詩 にあ たっ
ての動機 や題材 は記 され てい ない。要 す るに、 トム ス ンの残 した もの は
作 品 だけ であ る。 だか ら、 彼の書 き残 した ノー トか ら も 『天の猟 犬』の
源泉 を知 るこ とは こ とは出来 ない のであ る。
「あわれ な る歌の盗 人 を甜 臆 した まえ!」(Rememberme,poorThief
ofSong!)。NewPoems(1895)に収 め られ たAssumptMariaの 中の、
この嘆 きの よ うな一節は、伝 記家や研究 者の興 味 を誘 う。 トム スン独 自
で生み 出 した作 品で ある と判 って いて も、何か種 が、裏 があ るのでは な
いか と疑 い を持 たせ るの に十分 な言葉 だ。
「例 えその文学的 な源泉が なんで あろ うと、 『天の猟 犬』は、 まさに ト
ムス ン 自身の ものだ」q7)こ う云 う結論 に達 してい なが らも、 なお源泉
を辿 る者 が跡 を絶 た ないの は、一つに は、 トムス ン自身の この告 白に負
うところが多 い。 もち論、 トムス ン とて人間、無 か ら有 を生み 出 したわ
けでは ない。 パ ッ トモアー 、 シェ リー、 デ ィ ・クィンシー 、 さ らに十七
世 紀 中葉 の詩 人達 か ら感化、影響 、教 え を受け て一 人前 にな ったの であ
る。 したが って、 『天 の猟 犬』に して も、 か な らず その 「源泉」はあ るは
ずで ある。詩 人 自ら 「歌の盗 人」 と告 白して い るの だか ら、今 まで挙 げ
た諸々の作 品の 中にあ るの か も知 れ ない。 だが、 こう して答 えの 出ない
伝 記的 な事実 ばか り追 って い ると、猟 人が 山を見 な いの と同様、 この比
類 な く美 し くも深遠 な詩の本質 に触れ るこ とが 出来 ないだろ う。
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われ逃れ行け り、主の御許 を、
夜 となく昼 となく、われ逃れ行け り、
主の御許 を、歳月の撲門を越 えて、
われ逃れ行け り、主の御許 を、
我が心の迷路なる道 を下って。さてはまた、
流れる涙の中に、 さざめ く笑いの下に、
われ主の御許より隠れぬ。
IfledHim,downnightsanddownthedays:
IfledHim,downthearchesoftheyears:
IfledHim,downthelabyrinthineways
Ofmyownmind;andinthemistoftears
IhidfromHim,andunderrunninglaughter.1
(TheHoundofHeaven1-5)
冒頭の5行 だけでも、 トムスンがこの古 くか ら伝わる神の愛の追行の
思想を、いかに自家薬籠中のもの としているかが、はっきり判るではな
いか。
偉)
←うのはじめで、 トムスンの伝記家、研究家は宗教的同感者が多 く、あ
る意味で、彼の半面の消息を知 るのに不便 な点が多い と述べ た。確 かに、
数 多い研究書の中で も、 トムスンのmeritを 指摘す るものがほ とん ど
で、demeritに 関 しては、筆 をぬ ぐう人が多いようだ。彼 らは、宗教的偏
見の小感情に立脚 してか、あるいは トムスンを崇高な詩人 として一段高
い所に置 く為か、「宗教詩人」「カ トリック詩人」の肩書 きに不都合 と思
われ る問題になると避け る人が多い。
トムスンは、実生活では無軌道 ・無頓着な点が多いが、精神や思想面
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では、け っ して非 凡で もなけれ ば異常 で もなか った。 また彼 自身、異常
を好 んだ わけで もない。彼 が、作 品で礼賛 した美 に対 す る驚嘆 、 自然へ
の憧 憬、 キ リス ト教への愛 と信念 、無垢 な子供 へ の愛 な どは、 異常 どこ
ろか、素 直 に読 む者 の胸 を うつ。詩 人 に とって命 であ り、彼 の芸 術 の
mediumと なる言葉 遣いや 表現 方法が難解 で、時 に よる と奇想天外 だか
ら とい って、 トム スンを特別 な人 間に仕 立 てる必要 はないの であ る。彼
とて ご く普通 の人間、欠点 もあれ ば人間 くさ さもある。恩 人 でかつ 生涯
の友 であ ったW・ メイネル の妻ア リスに一方的 な思 い を寄せ 、 どうに も
な らない悲哀感 に涙 を流 した人 なの だ。
Poemsの 巻頭 に、PoemsonChildrenと題 され た七編 の詩 がある。
その ひ とつ に、 『け し』(ThePoppy)が 含 まれ る。W・ メイネル の長
女 「モニ カに与ふ 」 と副題 のつ い たこの詩 は、 ロ ン ドンでの貧 困生 活 と
阿片常用 で健 康 を害 した トム ス ンが、南英 国の片 田舎 ス トー リングにあ
る小 さな修 道院 で静養 中に書 いた もの であ る。『天 の猟 犬』(52行 ～60行)
の中 で も、 トム スンは、ブ レイ クを偲ばせ るよ うな子供の無垢 を歌 って
いるが、 この詩 も一般 には、『雛 菊』(Daisy)と 並 ん で、子供 の純真 に対
す る賛歌 と考 えられてい る。
ひ とりの子供 とひとりの男が
夕暮 れのすそを踏んで並んで歩いていた。
だが握 り合 った男と少女の手の間には
気づかれず 二十年の枯れた歳月があった。
黒き南国の髪は乱れて
少女 はふ り向き そこに眠れるジプシー を見た。*
子供の気 まぐれで すばや くつかんで折 り取ると
男に向かって 「あなたが生 きている限 り大事 にして くだ さい」
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すると男の微笑が、流れが岸辺を洗 う湖から現れ るニンフのように、
涙のゆぶねからうかんで来た。
そして喜びが、海に揺 られて離れるカモメのように、
苦 しむ男の胸の波間に揺れた。
男は見たのだ 少女の見ぬ ものを
それは一そのものの熱情で掻立て られたかのように一
撮が内部へ とくすぶ りながら縮んで行 くのを。
そして突然、 自分 の手 と少女の手の閲に、
二十年の枯れた歳月が、花は もう咲かない
しぼんだ二十年の歳月があるのを感 じた。
『けし』13～30
美 しい人よ お前が私を愛 してくれたのは三生一 あるいは三 日
かの 日々 も 私の顔 とともに消えるだろう。
だが私の行 く所 お前の顔 もついて くるのだ
私がお前を裏切 らないよう 見守 るために。
い としい人よ 私はただ育ての恋人
幾年が過 ぎ行けば お前は私の許 を消え去 って
他人の許へ行 くであろうことは判 っていても
それでも私は育ての母のように 愛しているよ。
『け し』52-59
*「 眠れ るジプ シー」 とは、10行 目で、 け しをジプ シー に誓 えて
い るので、 け しの意味。
『天の猟犬』であれほど 「源泉」を追及 した人々も、この一連の子供
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を主題 とした作品になると、詩人の子供に対する理解 と愛情が如何に深
いものであるか を称 えなが ら、ワーズワースの諸作品 と同様、純真で真
実な万人好みの小品 として片づけてしまう。
『け し』の中でしばしば歌われる愛 と云 う言葉にしても、それは大人
の子供に対す る愛、親が子に対す る愛、あるいは生涯幼児の如 く純心で
あった トムスンの同じ純心 なものに対する愛と解釈する者が多い。「ああ
子供 よ 私は愛しているよ、愛 しているのだよ」(38行 目)と心の中でつ
ぶや く詩句の中に、如何に肉感的な響 きが、詩人の赤裸々な坤 きが、悲
哀感が含 まれているかを指摘する者はない。
"・ …Mostwarmlyandsi
ncerelyIcongratulateyou,dearMonica,
onwhatisthegreatesteventinawolnan'slife-oraman's
,tomy
thinking…Extendtohim,ifhewillallowme ,theaffectionwhich
youonce-solongsince-purchasedwithainthatFristonfield,'Keep
it,'yousaid(thoughyouhavedoubtlessforgottenwhatyousaid)'as
longasyoulive'Ihavekeptit,andwithitIkeepyoumydearest .I
donotsayorshowmuch,forIalnanoldmancomparedwithyou
,
andnocompanionforyouryounglife .Butnever,mydear,doubtI
loveyou.AndifIhavethechancetoshowit ,Iwilldo.
IamillatsayingallIdoubtlessshouldsaytoayounggirlonher
engagement・Ihavenoexperienceinit ,myMonica.Icanonly.sayI
loveyou;andifthereis.anykindandtenderthingIshouldhavesaid
,
believeitisinmyheart,thoughitbenothere.一Mydear ,yourtrue
friend,FrancisThompson ."(17)
"・…NowthetimeiscomeIforesawthen -
Knowingwell,whensomefewdaysareover,
Youvanishfrommetoanother.*
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YoumaypardonmeifIfeelalittlesadness..evenwhileIamglad
foryourgladness,myverydear.…・So,tomysorrow,Imustbe
contentonlytowrite…Ishallbewithyouall,atanyrate,inspirit.
一yourseverdearly,mydear,FrancisThompson"(18)
*『 け し』 の57行 目 は 次 の 如 く な っ て い る 。
"Knowingwellwhencertainyearsareover
Youvanishfrommetoanother."
トムスンか らモニカ宛の二通の手紙は、1903年6月9日 と14日 に書か
れたものである。それはモニカの結婚 の時で、前者は結婚式の数 日前、
後者は式の当日に書いて送られた愛の告 白の手紙である。尋
『け し』は、1894年 に書 かれ た。 その 中で、 「日々が過 ぎ行 けば、 お前
は私 の許 を去 って、他 人の許へ行 くだ ろ う… 」と述べ られた一節 が、い
よい よ現実 となった。 詩人 は、 モニ カ との間 に「二 十年の枯 れた と歳 月」
が横 たわ って いるこ とを良 く知 ってい る。 だが、詩人 は少 女 を愛 して し
まったのだ。 た とえ 自分 は何 時 まで も変わ らず少女 を愛 し続 けた と して
も、 「その 日」(thedays・48行 目〉 がや って くれば、 少女 は 自分 の許 を
去 って行 くこ とは明 らか なのに、少女 を愛 して しまったの だ。
孤独 で貧 しい詩 人の生涯 で唯一 のオ アシスで あった メイネル家。 そ し
て、 そ こで過 ご した モニカ との楽 しい ひ ととき。 そん な仲 で も、詩 人は
やが ては その幸せ なひ ととき と別 れな ければ な らない こ とを良 く知 って
いたの だった。
『け し』 は、R・ ブ ラウニ ン グの 『エブ リン ・ホー プ』 を思 い起 こさ
せ るが、 『エ ブ リン ・ホー プ』の よ うに愛す る少女 に死 なれ た中年男 が、
その少女 の死 を、その少女 との別 れ を、美 しい もの として 回想 しなが ら、
甘 き悲 しみ として悲 しむ の とは違 う。 『け し』におけ る悲哀感 は、 もっ と
現実的 で生々 しい。 好情 の中に ひそむ人生 の悲哀 を、 これ程 までに悲痛
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に、まじめに、感情におぼれることな く書いた自伝的恋愛詩 なのである。
その詩が、「子供に関する詩」の中に含まれているからといって、詩人
の二十歳年下の少女に対す哀感に満 ちた愛の告 白を、単に子供に対す る
詩人の純な愛 ときめつけてはならない。文学評論に課せ られた任務は、
木の全体 を見て価値 をきめ るのであって、その葉 を一葉一葉分析するこ
とではないのである。したが って、伝記と作品の関係を見て行 く時、最
も気 をつけなければならないことは、物事 をあま り細か く分析 し過 ぎた
結果、本質 を見失ってしまうという ミスを起こさないことである。
「我々は分析 し、その結果、殺 して しまう」(WedissecttokilL)と
ワーズワースが指摘する通 りである。
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